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掛川市長谷に見られる掛川層群土方層について

白　井　久　雄
1 ．はじめに
　小学校学習指導要領の「理科第 6 学年Ｂ生命・地球（4）土地のつくりと変化」では，野外での地
層の直接観察を重視している（文部科学省，2008）．掛川・菊川地域は，野外での地層観察には最
も適した地域である．既に筆者は児童が見学できる適切な露頭（白井，1997，1999，2000，2001，
2002，2003b，2004b，2005b，2006b，2007c，2008b，2009b，2011，2012b，2013，2014b）や，露頭 
観 察 に 基 づ い た 授 業 実 践（ 白 井，1998a，1998b，2003a，2004a，2005a，2006a，2007a，2007b，
2008a，2009a，2010，2012a，2014a）を報告している．今回は掛川市長

なが

谷
や

で観察できる地層の特徴を
記載するとともに，地層観察の視点を述べ，地層観察指導時の一資料を提供する．

2 ．露頭の記載
　（1）露頭位置：本露頭は図 1 に示すように，
掛川市長谷，掛川市役所の西方約 1km に位置し，
露頭の高さは約 7m である（図 2）．走向はＮ 54ﾟ 
W，南西に 8ﾟ前後傾斜する．本露頭を「長谷露
頭」と呼ぶ．長谷露頭は菖蒲ヶ池露頭（白井，
2014b）の北西約 1.3km に位置する．また，長谷
露頭の東方約 300m の逆

さか

川
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河床に露出する土方層
の化石密集層からは十脚甲殻類化石産出の報告が
ある（北村・柴，2008）．
　（2）地層の特徴：長谷露頭の模式柱状図を図 3
に示す．長谷露頭では暗灰色～暗青灰色を呈する
粗粒砂層，極細粒砂層と砂質シルト層との砂泥互
層が観察できる．本層は，掛川層群土
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方
かた

層（槇山，

掛川市立大渕小学校

図１．長谷露頭位置図（国土地理院発行 2 万 5 千分の
1 地形図「山梨」）．★＝露頭位置．

図 2．長谷露頭全景．露頭の高さは約 7m．
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1963）である．
　極細粒砂層はレンズ状を呈し，下底面は浸食を示
す．層厚は 4～30cm，平行葉理が発達し，葉理にそっ
て木片が並んでいることがある．また，斜交葉理が
観察できることがある．露頭下部では，極細粒砂層
を浸食する層厚 5cm と 8cm のレンズ状の粗粒砂層
が観察できる（図 4，5）．粗粒砂層には平行葉理が
発達し，層厚 8cm の粗粒砂層では平行葉理にそっ

図 3．長谷露頭模式柱状図．1，2，岩相：1，レン
ズ状砂層；2，砂質シルト層．3，4，単層の
下底面状態：3，浸食；4，漸移．5～7，堆積
構造：5，平行葉理；6，斜交葉理；7，塊状．
8～11，含有物：8，貝化石；9，木片化石；
10，炭質物；11，ノジュール

図 4．露頭下部の砂層．下位より層厚 5cm，平行葉
理を呈する極細粒砂層．層厚 8cm，斜交葉理
を呈する極細粒砂層．層厚 4cm，平行葉理を
呈する粗粒砂層．層厚 10cm，平行葉理を呈
する極細粒砂層．層厚 8cm，平行葉理を呈す
る粗粒砂層．スケールは 20cm．

図 5．レンズ状を呈する露頭下部の砂層．スケール
は 50cm．
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て炭質物が並んでいる．
　砂質シルト層は塊状であるが，貝化石（図 6），木片化石が散在し，ノジュール（図 7）を含む．下
位の粗粒砂層，極細粒砂層から漸移する．層厚は 4～40cm を有するもののほか，1m に達するものが
3 層ある．さらに露頭最下部で観察できる砂質シルト層は層厚 3m である．　長谷露頭周辺の土方層
の堆積環境は陸棚外縁部～陸棚斜面上部と推定されている（延原・茨木，2003）．長谷露頭で観察で
きる粗粒砂層，極細粒砂層，砂質シルト層の特徴から考えられる堆積環境は，この推定と矛盾しない．
長谷露頭では菖蒲ヶ池露頭（白井，2014b）から報告したような乱堆積物は観察できない．
　（3）地層観察の視点：露頭面は新鮮であるので砂泥互層の観察が簡単にでき，縞模様がわかりや
すい．砂，粘土（砂質シルト），貝化石の採取が
可能であり，「水の働きでできた地層」であるこ
とへの理解が容易である．露頭に奥行きがあり（図
8），地層を三次元で観察できるので，地層の連続
性が理解しやすい．

3 ．まとめ
　（1）：掛川市長谷の長谷露頭で観察できる地層（掛川層群土方層）は，レンズ状の極細粒砂層（粗
粒砂層を 2 層含む）の薄層と砂質シルト層（貝化石，木片化石が散在し，ノジュールを含む）との砂
泥互層で特徴づけられる．
　（2）：長谷露頭は「水の働きでできた地層」ということが児童に理解しやすく，｢土地のつくりと
変化｣（文部科学省，2008）の学習での観察に適した露頭である．
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図 6．塊状の砂質シルト層．巻貝化石が観察できる
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図 7．塊状の砂質シルト層．ノジュールが観察でき
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図 8．長谷露頭東側．露頭に奥行きがあり，地層を
三次元で観察できるので，地層の連続性が理
解しやすい．露頭の高さは約 7m．
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